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指導資料 社 会 第128号

鹿児島県総合教育センター

平成28年４月発行

中学校社会科歴史的分野における郷土教育の充実

「伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養い，これから

の社会づくりに貢献できる人間」の育成に寄与するために，中学校社会科歴史的分野におい

て郷土教育の充実を図る取組を紹介する。

対象

校種

小学校 中学校幼稚園

高等学校 特別支援学校

１ 郷土教育の目標と社会科との関係から

鹿児島県教育振興基本計画（資料１)で

は，本県の教育目標を「あしたをひらく心

豊かでたくましい人づくり」とし，目指す

人間像として次の２点を挙げている。

第１の「知・徳・体の調和がとれ，主体

的に考え行動する力を備え，生涯にわたっ

て意欲的に自己実現を目指す人間」は，い

わゆる「生きる力」を育むための，学校教

育における全ての取組と関係が深い。

第２の「伝統と文化を尊重し，それらを

育んできた我が国と郷土を愛する態度を養

い，これからの社会づくりに貢献できる人

間」は，本県の郷土教育の目標である。

本計画の理念によれば，郷土教育は教育

全般において推進されるべきであるが，学

習指導要領（資料２）に見るように，特に社会・

地理歴史科は，郷土教育に直接的に寄与する

ことができる教科であると思われる。

【小学校社会科第３学年及び第４学年の目標】
(2) 地域の地理的環境，人々の生活の変化や地域の発展
に尽くした先人の働きについて理解できるようにし，
地域社会に対する誇りと愛情を育てるようにする。

（「中学校学習指導要領」p.177から引用）

【中学校社会科の歴史的分野の目標】
(4) 身近な地域の歴史や具体的な事象の学習を通して歴
史に関する興味・関心を高め，様々な資料を活用して
歴史的事象を多面的・多角的に考察し公正に判断する
とともに適切に表現する能力と態度を育てる。

（「中学校学習指導要領」p.36から引用）

【高等学校地理歴史科 日本史Ｂ 内容の取扱い】
(1)のウ 年表，地図その他の資料を一層活用させるとと

もに，地域の文化遺産，博物館や資料館の調査・
見学などを取り入れるよう工夫すること。

(1)のオ 地域社会の歴史と文化について扱うようにする
とともに，祖先が地域社会の向上と文化の創造や
発展に努力したことを具体的に理解させ，それら
を尊重する態度を育てるようにすること。

（「高等学校学習指導要領」p.42から転載）

資料１ 鹿児島県教育振興基本計画

資料２ 学習指導要領に見る郷土教育の視点

鹿児島県教育振興基本計画

～自然・歴史・文化など鹿児島の特性を踏まえた教育の振興～

（平成26年度～30年度版）

知・徳・体の調和がとれ，主体的に考え行動する力を備
え，生涯にわたって意欲的に自己実現を目指す人間

伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を
愛する態度を養い，これからの社会づくりに貢献できる人間

（鹿児島県教育振興基本計画を基に作成）

基本目標

「あしたをひらく心豊かでたくましい人づくり」

目指す人間像
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２ 本県の先人の偉業や歴史の特徴から

平成27年(2015)７月５日，鹿児島市吉野

町磯の旧集成館，旧鹿児島紡績所技師館（異

人館）等の一連の産業施設が，「明治日本

の産業革命遺産」としてユネスコの世界文

化遺産に登録された。これを機に幕末から

明治期に郷土の先人が果たした役割の大き

さを再認識する機運が高まっている。

また，平成30年(2018)には明治維新150

周年を迎えることから，維新の中心的役割

を担った本県の歴史や先人の遺業について，

改めて強く認識されることが期待される。

このようなことから，近代史において郷

土鹿児島がどのような役割を果たし，それ

にどのような意義があり，どのように現在

につながっているのかということなどにつ

いて考えさせる授業を展開することで，郷

土教育の充実を図る必要があると考える。

なお，本県には，近代に至るまでに，そ

の地理的な条件が育んだ独自の歴史や文化

がある。したがって，近現代史だけでなく，

歴史的分野全体で郷土教育に取り組むこと

が重要であると考える。地理的な条件とは，

例えば，鹿児島が日本列島の西南端にあり，

中央から隔絶していることによって閉鎖

的・後進的でありながらも，古くから世界

の国や地域の文化と接することができる位

置にあったことにより開明的・先進的であ

るという二面性をもつことなどを意味する。

こういった条件が育んだ鹿児島独自の歴

史や文化は，本県の児童生徒に学ばせてお

きたい事柄であり，中学校社会科において

も積極的に取り組ませたい。

３ 歴史的分野における郷土教育の計画例

郷土教育の重要性・必要性は理解できる

ものの，実際の授業においては，学習指導

要領に示された本来その時間に行うべき学

習の目標や内容があり，また，時間の制約

もあるため，これを十分に推進できない現

状もあると思われる。

そこで，歴史的分野の授業において鹿児

島に関係する資料を積極的に用いること

で，郷土に対する認識を深めさせることを

次の(1)・(2)の例を基に提案する。

(1) 郷土資料を活用した授業計画例①

資料３は「 続 日本紀」に記されてい
しよく に ほん ぎ

る大隅国設置の記述である。
おおすみのくに

「続日本紀」は，文武天皇（在位697～

707）から桓武天皇（在位781～806）ま

でを対象とする史書（六国史）である。

この中に見える大隅国設置の記述は，中

央政権（大和政権）が南九州の統治体制

を強化したことを如実に示す史料であ

る。この前後，南九州の隼人族は数度に

渡って反乱を繰り返していたが，大和政

権に鎮圧され，奈良時代になってから他

の地域からは遅れて，正式に天皇の支配

下に入ったのである。

（
和
銅
六
年
）
夏
四
月
乙
未
。（
中
略
）

割
二

日
向
国
肝
坏
・
贈
於
・
大
隅
・
姶
羅

四
郡
一

、始
置
二

大
隅
国
一

。

（
続
日
本
紀
巻
六
、
国
史
大
系
所
収
）

（
和
銅
六
年
）
夏
四
月
乙
未
。（
中
略
）

わ

ど

う

日
向
国
か
ら
肝
坏
・
贈
於
・
大
隅
・
姶
羅

ひ

む

か

の

く

に

き

も

つ

き

そ

お

お

お

す

み

あ

い

ら

の
四
郡
を
割
い
て
、
始
め
て
大
隅
国
を
設

さ

お
お
す
み
の
く
に

置
し
た
。

※

和
銅
六
年
＝
西
暦
七
一
三
年

※

乙
未
＝
和
銅
六
年
四
月
は
三
日

資料３ 「続日本紀」に記されている大隅国設置
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資料４は「律令国家の成立と平城京」の

学習における板書計画例である。この授業

では，五畿七道がどのように設置されてい

たかという解釈を行わせるようにしたい。

その後，資料３を提示し，「大隅国が日

向の国から分置された」ことを読み取らせ

る。ここでは，南九州（薩摩，大隅，日向）

が日本列島の西南端に当たり，中央から隔

絶していたことによって，独自の支配体制

を維持しながら中央政権に対峙していたこ

とを踏まえさせた上で，幾度かの反乱が鎮

圧され，薩摩国・大隅国として中央政権に

組み入れられたことを理解させたい。

これは，歴史的分野の通常の学習に鹿児

島関係の資料も用い，中央の歴史と郷土の

歴史を併せて展開する授業例である。

（※ 実際の授業計画は，当センター指導資料 社会第124号を参照）

資料４ 「律令国家の成立と平城京」の学習における板書計画例

都と国 五畿七道とは？
【学習課題】律令国家はどのようにしてできあがったので
しょうか。 → 「畿内」から放射状に七つの道が

作られた。
【予想】律令国家は天皇を中心としてできあがった。 ※「道」＝道路，国々 多賀城

（地方へ命令しやすい） ◎ （政治・軍事）
大宝律令 「律」＝刑罰のきまり →唐の法律にならう 北陸道
（701年） ↓ 大宰府

山陰道
畿 東山道

「令」＝政治のきまり 律令国家へ 政治 ◎ 山陽道 内 東海道
かいほう ちん・ほう 外交 西海道

平 城 京 奈良盆地北部に造営 和同開珎(珍･寶) 防衛
（710年） （交通の便が良い） かいちん（708年） * * 南海道

平城宮
（「天子南面」思想） 和 開 ① 薩摩国府 大隅国府（国司が治める)

珎□同 寶□通 Ɓ713年大隅国が日向国から
右 左 外京 （政治の仕組みが 開 元 分置された） Ǿ
京 京 整った） （唐銭をまねた）

【まとめ】律令国家は大陸の文物や制度を積極的に取り入れながら

西市 東市 東西の市 中央集権的な仕組みを整えることで，できあがった。

（
和

銅

六

年
）
夏
四

（
七
一
三
年
）

月
乙

未
。
（
中
略
）

（
三
日
）

割
二

日
向
国
肝
坏
・
贈

於
・
大
隅
・

姶
羅
四

郡1

、
始
置
二

大
隅
国1

。

（
続
日
本
紀
）

大陸の文物，制度にならった。

注目

(2) 郷土資料を活用した授業計画例②

資料５は， 橘 南谿の「西遊記」に見
たちばななんけい せいゆう き

える明時館（天文館）の記述である。
めい じ かん てんもんかん

橘南谿は，江戸時代中期の漢医・文

人である。医師としての著書も多いが，

諸国を巡歴して記した「西遊記」が興

（
薩
摩
の
）
天
文
館
に
は
館
の
中
央
に
切
石
に
て

さ

つ

ま

て

ん

も

ん

か

ん

や
か
た

ち
ゆ
う
お
う

き

り

い

し

数
丈
の
高
さ
に
築
上
た
る
露
台
あ
り
。
其
上
に

す
う
じ
よ
う

た

か

つ

き

あ

げ

ろ

だ

い

そ

の

う

え

広
大
な
る
星
測
の
器
を
備
へ
た
り
。
天
文
生
毎
夜

こ

う

だ

い

せ

い

そ

く

き

そ

な

て

ん

も

ん

せ

い

ま

い

よ

此
上
に
登
て
星
を
測
る
。其
露
台
の
傍
に
日
輪
を

こ

の

う

え

の
ぼ
り

ほ

し

は

か

そ

の

ろ

だ

い

か
た
わ
ら

に

ち

り

ん

窺
ふ
の
台
あ
り
。其
中
に
量
大
鏡
の
大
な
る
を
し
か

う
か
が

だ

い

そ

の

な

か

り
よ
う
だ
い
き
よ
う

だ

い

け
、ゾ
ン
ガ
ラ
ス
を
当
て
、
毎
日
日
中
に
日
輪
を
量

あ

ま

い

に

ち

に
つ
ち
ゆ
う

に

ち

り

ん

は

か

る
。館
中
に
て
は
天
文
生
数
人
、算
法
を
以
て
日
輪

か
ん
ち
ゆ
う

て

ん

も

ん

せ

い

す

う

に

ん

さ

ん

ぽ

う

も

つ

に

ち

り

ん

の
度
数
、毎
夜
の
星
の
転
移
を
推
歩
す
る
に
、台
上

ど

す

う

ま

い

よ

ほ

し

て

ん

い

す

い

ほ

だ
い
じ
よ
う

に
て
は
毎
夜
毎
日
実
物
の
実
歩
を
伺
ひ
は
か
り
て
、

ま

い

よ

ま

い

に

ち

じ

つ

ぶ

つ

じ

つ

ぽ

う
か
が

推
歩
と
実
測
と
合
ふ
や
違
ふ
や
を
た
め
す
事
を
、

す

い

ほ

じ

つ

そ

く

あ

た

が

こ

と

毎
日
毎
夜
両
方
よ
り
励
み
て
怠
る
事
な
け
れ
ば
、

ま

い

に

ち

ま

い

よ

り
よ
う
ほ
う

は

げ

お
こ
た

こ

と

推
歩
測
量
共
に
皆
妙
に
至
れ
り
。又
暦
を
作
り
て

す

い

ほ

そ
く
り
よ
う

と

も

み

な

み
よ
う

い

た

ま

た

こ
よ
み

つ

く

国
中
に
行
は
る
。京
都
の
暦
を
用
ひ
ず
、彼
国
の
暦

く
に
じ
ゆ
う

お
こ
な

き

よ

う

と

こ
よ
み

も

ち

か

の

く

に

こ
よ
み

は
書
物
の
ご
と
く
と
ぢ
て
、
明
白
に
て
甚

見
や
す

し

よ

も

つ

め

い

は

く

は
な
は
だ

み

し
。七
曜
暦
も
作
れ
り
、二
暦
と
も
に
毎
夜
板
行
し

し

ち

よ

う

れ

き

つ

く

に

れ

き

ま

い

よ

は

ん

こ

う

て
行
は
る
。
天
文
の
く
わ
し
き
事
は
他
方
の
な
き

お
こ
な

て

ん

も

ん

こ

と

た

ほ

う

所
也
。
橘
南
谿『
西
遊
記
』寛
政
七
年(

一
七
九
五
年

）

と
こ
ろ
な
り

味深い。「西遊記」は江戸時代に書かれ

た史料としては平易な文であり，中学生

にも読みやすいと思われる。そこで，こ

の史料の授業活用例を紹介する。

この史料を用いる授業は，学習指導要

領解説社会編に示されている次の「内容」

での取扱いが考えられる（資料６）。

南谿が鹿児島を訪れた頃は，第８代薩

摩藩主島津重豪が領内の開化政策を打ち
しげひで

資料５ 「西遊記」に見える明時館の記述

資料６ 学習指導要領解説社会編 歴史的分野

内容
(4) 近世の日本
エ 社会の変動や欧米諸国の接近，幕府の政治改
革，新しい学問・思想の動きなどを通して，幕府
の政治が次第に行き詰まりをみせたことを理解さ
せる。

（内容の取扱い）
「新しい学問・思想の動き」については，この
時期におこってきた蘭学や国学などの中に新しい
時代を切り開く動きが見られたことに気付かせ
る。（中学校学習指導要領解説社会編pp.80-81から引用）

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/research/result/siryou/shidosiryou/h26/h26-04-pdf/1796-syakai124.pdf


- 4 -

出していた時期に当たる。重豪が薩摩藩

の近世初頭以来の閉鎖政策を大転換した

ことにより，鎖国の中の鎖国を行ってい

た薩摩藩に，領外の人が比較的容易に入

ることが可能となった。他領の人々から

見れば未知の世界が開かれたということ

になり，薩摩藩内の様子に驚くことが多

かった。天明２年（1782）頃，鹿児島を

訪れた南谿は，当時建設されていた

造士館や明時館で行われていた鹿児島の
ぞ う し か ん

教育・文化・研究レベルの高さに驚き，

資料５のように記したのである。これを

踏まえ，授業を資料７のように計画する。

これは課題を特設し，郷土の史料を中

心に展開する授業例である。

４ 教師による郷土史研究の奨め

ここまで，郷土教育の視点を社会科歴史

的分野の授業に取り入れることの重要性に

ついて述べ，鹿児島の閉鎖性・後進性を示

す史料と，鹿児島の開明性・先進性を示す

二つの史料を基に計画した授業例を紹介し

てきた。このように，郷土教育を進めるた

めには，教師自身が郷土がどのように歴史

を刻んできたのかについての研究を深め，

資料収集に努める必要があると思われる。

しかし，このような郷土史料は，教科書

や資料集等には十分に掲載されてはおら

ず，収集が難しい。また，研究のための時

間確保も困難であることが多い。

そこで，当センターでは，郷土教育講座

（短期研修）資料として作成した「鹿児島

県の歴史概観」（資料８）を，Ｗebページ

上にアップロードしているので，これを活

用したい。

特に，中学

校社会科歴史

的分野の授業

において，こ

の資料を積極

的に活用し，

郷土教育の充

実を図ってい

ただければ幸

甚である。 鹿児島県の歴史概観 検索

－引用・参考文献－

○ 文部科学省『中学校学習指導要領解説 社会編』平成
20年，日本文教出版

○ 児玉幸多編『史料による日本の歩み 古代編』1960年，
吉川弘文館
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鹿児島県の歴史概観

「鹿児島県はどのように歴史を刻んできたか。」

鹿児島県総合教育センター

社会科，地理歴史科，

総合的な学習の時間等の

授業づくりに活用したい

資料７ 「西遊記」を活用した授業例
課題解決のための学習活動

課 学習課題の設定による学習への関心・意欲の喚起
題
設 「江戸時代に鹿児島を訪れた橘南谿は，明時館の
定 様子をどのように捉え，どう評価していたか。」

「知識」の習得

○ 近世前期・中期の薩摩藩は「鎖国の中の鎖国」
の状況にあったことの理解

○ 18世紀の薩摩藩では第８代藩主島津重豪による
開化政策が行われていたことの理解

○ 重豪が建設した造士館や明時館では蘭学が学ば
れていたことの理解

○ 薩摩藩は琉球などを通じて海外情勢を把握して
おり，西洋の文化や技術が優れていることを認識
していたことの理解 など

「資料活用の技能」の習得

課
題
○ 「西遊記」の一節を用いた情報の読み取りとそ

追
の解釈

究
・ 「露台」，「数丈」，「日輪」，「量大鏡」
「ゾンガラス」，「推歩」，「実歩」，「板
行」，「暦と七曜暦の違い」とは何かというこ
との読み取り・解釈
・ 暦を作成していたことの読み取りと，その意
義の解釈

・ 橘南谿が明時館をどう評価していたかというこ
とについての読み取りと，その意味の解釈 など

習得した「知識・技能」を活用した「思考・判断」

○ 橘南谿は，あまりよく知られていなかった薩摩
のことを知り，驚いたのではないかという推察

○ 橘南谿は，それほど進んでいないと考えていた
薩摩藩の明時館の観測・研究レベルの高さを知
り，高く評価したのではないかという考察 など

課
予想される生徒の「表現（課題解決）」例

題
解

「薩摩藩が建設した明時館では，西洋の文化や技

決
術を取り入れて高度な観測・研究を行っていた。橘
南谿は，そのことを非常に高く評価していた。」

※ 課題を設定し追究する学習の展開については，当セン
ター指導資料 社会第121,124,126号を参照

資料８ 「鹿児島県の歴史概観」
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